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上 江 用 水 を 三 和 へ 掘 り進 め 、三 和 の 農 業 の 礎 を 築 い た 。 

上 江 用 水 （うわ え よ うす い ）を 三 和 へ 掘 り継 ぐ  

 江 戸 時 代 、現 在 の 上 越 市 清 里 区 ま で 完 成 して い た 上 江 用 水 を 三 和 区 内 ま で 掘 り進

め る ことに 尽 力 しま した 。 

 上 江 用 水 の 延 長 工 事 は 富 次 郎 の 祖 父 、源 助 の 時 代 か らの 悲 願 で した が 、用 水 関 係

者 等 の 強 い 反 対 に あ い 実 現 しま せ ん で した 。そ の 後 、た び か さな る 水 不 足 に 人 々 は

困 窮 し、惨 状 を 見 か ね た 富 次 郎 は 、再 び 上 江 用 水 の 延 長 工 事 を 計 画 しま した 。川 浦

代 官 所 、江 戸 の 勘 定 奉 行 所 へ 願 い 出 る な ど しま した 。しか し、実 現 に は 困 難 を 極 め 、

辛 苦 の 末 、上 江 用 水 組 合 へ の 仮 加 入 が 認 め られ 工 事 に 着 手 し、安 永 6 年 (1777 年 )

に 完 成 しま した 。源 助 が 計 画 を 立 て て か ら 90 年 、親 子 三 代 の 寝 食 を 忘 れ て の 努 力 が

今 日 の 三 和 区 の 農 業 の 基 礎 を 築 い た とい って も過 言 で は あ りま せ ん 。 

 川 浦 町 内 会 に あ る 「北 辰 神 社 」は 、富 次 郎 を 祭 る 神 社 で 、毎 年 7 月 17 日 に 祭 典 が 行

わ れ て い ま す 。 

 


